
島田市民会館ホール
■開　場／１２：３０　開　演／１３：００
■入場料　全席指定（消費税込） S席 5,000円　A席 4,000円　学生席 1,500円

未就学児の入場はご遠慮願います。 （当日券／ 5,500円）　　　　　（当日券／ 4,500円）　　　　　　　（当日券／ 2,000円）

■主催：島田市／島田市教育委員会／㈱まちづくり島田　■後援：静岡新聞社／静岡放送

お問い合わせ　　㈱まちづくり島田 ☎0547-36-7222

□プラザおおるり　☎0547-36-7222 

□サウンドイシカワ   ☎0547-36-3000
□池田時計店（初倉）　☎0547-38-0061
□夢づくり会館 　　  ☎0547-46-0075
□大鉄観光サービス　☎0547-46-3131 ※プレイガイドにより枚数制限及び発売時間が異なりますのでお問い合わせください。※「チケットぴあ」はS席・A席のみの取り扱いとなります。

2008年 ９月７日㈰

□すみや藤枝瀬戸新屋店（藤枝）　☎054-643-9511
□川根文化センター　☎0547-53-3511
□電子チケットぴあ　☎0570-02-9999 （Ｐコード387-663）

※「プラザおおるり」では、前売券の発売を6月28日㈯午前8時30分より開始いたします。発売当日は窓口販売のみとなります。発売当日はお一人様10枚までとさせていただきます。

6月 28日㈯
前 売 券 発 売 開 始

（高校生以下）

島
田
能

能
と
狂
言
を
楽
し
む
会

永島忠侈

野村萬斎

神
歌

能 

葵
上

棒
縛

狂 

言 

【
日
時
】８
月
22
日
㈮ 

19
時
〜

【
会
場
】プ
ラ
ザ
お
お
る
り

　
　
　

３
階 

大
会
議
室

講　

師

　
　
　

堀
内
正
文

　
　
　

永
島
忠
侈

〜
島
田
能
事
前
レ
ク
チ
ャ
ー
〜

『
能
楽
入
門
講
座
』

※

要
整
理
券

観
光
文
化
課

（
〇
五
四
七
）ー
三
六
ー
七
二
一
四

【
問
い
合
わ
せ
】

【
入
場
無
料
】

島
田
市
・
川
根
町
合
併
記
念



問い合わせ／㈱まちづくり島田 ☎0547-36-7222

　

日
本
古
来
か
ら
の
伝
統
芸
能
で
あ
り
、ま
た

世
界
遺
産
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
能
楽
を

市
民
の
皆
様
に
今
回
御
紹
介
致
し
ま
す
。
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永島忠侈
（ながしまただし）

1940年（昭和15年）生まれ　能楽観世流シテ方
社団法人観世九皐会所属・九皐会理事
日本能楽会会員・重要無形文化財総合指定保持者
故永島誠二及び故二世・現三世観世喜之に師事
亡父永島誠二は昭和20年代より島田市にて謡曲指導を担当、
その後平成11年8月より引き継ぎ、現在に至る。
1964年独立。観世九皐会・定例能・別会においての演能。
1973年から自主演能活動「永島忠侈能の会」を設立。
海外活動では、1999年アメリカ3大学公演・能「葵上」。
2000年オランダ・ベルギー7都市公演・能「葵上」。
2002年日韓友好年を記念して金海市において能「羽衣」「翁」。
そのほか6回にわたりヨーロッパ公演13カ国参加。
能楽普及では、1975年より武蔵大学へ30年間謡曲指導。
1995年より女子美術大学で非常勤講師として講座を担当する。
復曲・秘曲
1999年には能「婆相天」を復曲し発表。2006年三老女物のうち
「姨捨」を披く。

野村萬斎
（のむらまんさい）

1966年（昭和41年）4月5日生まれ
野村万作の長男
重要無形文化財総合指定保持者
祖父故六世野村万蔵及び父に師事
3歳で初舞台
東京藝術大学音楽学部卒業
国内外で狂言の普及を目指す一方、新しい演劇活動にも意欲的
に取り組む。
芸術祭新人賞、芸術選奨文部科学大臣新人賞、朝日舞台芸術
賞、紀伊国屋芸術賞等を受賞。
世田谷パブリックシアター芸術監督。
著書に「萬斎でござる」（朝日文庫）、「狂言三人三様野村萬斎の
巻」（岩波書店）など。
NHKドラマ、及び古典に限らず新しい芸能にも多数出演。
今年はNHK『鞍馬天狗』出演。
５月に蜷川幸雄演出『我が魂は輝く水なり』尾上菊之助と競演。
今後も日本を代表する役者として活躍が期待される。
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。

　
〈
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〉と
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い
は
じ
め
、呪
文
の
よ
う
な
言
葉
で
、神

の
神
託
を
受
け
た
翁
が
、天
下
泰
平
、五
穀
豊
穣
を
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念
し
、謡
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納
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ま
す
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。

　

本
日
は
裃
に
意
義
を
正
し
、島
田
市
の
末
永
い
繁
栄
を
願
っ
て
勤
め
ま
す
。
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用
が
あ
っ
て
外
出
す
る
主
人
は
、太
郎
冠
者
・
次
郎
冠
者
の
召
使
い
２
人
に
留

守
を
言
い
付
け
ま
す
。し
か
し
、二
人
は
留
守
を
す
る
と
い
つ
も
酒
を
盗
ん
で
飲

む
悪
い
癖
が
あ
る
の
で
、主
人
は
一
計
を
案
じ
、太
郎
冠
者
は
後
ろ
に
手
を
縛
り

上
げ
、次
郎
冠
者
は
長
い
棒
に
両
手
を
括
り
付
け
て
し
ま
い
ま
す
。不
自
由
な
身

の
上
に
な
っ
て
も
や
は
り
酒
を
飲
み
た
い
も
の
、酒
蔵
の
戸
を
開
け
た
二
人
は

目
の
前
の
酒
壺
を
見
て
大
喜
び
し
、苦
心
参
憺
し
な
が
ら
、縛
ら
れ
た
手
で
お

互
い
に
酒
を
飲
ま
せ
合
い
、上
機
嫌
に
な
っ
た
二
人
は
、飲
め
や
謡
え
や
の
酒
盛

り
を
始
め
ま
す
。そ
の
真
最
中
に
戻
っ
て
来
た
主
人
は
、賑
や
か
な
酒
宴
を
見
つ

け
て
腹
を
立
て
、そ
っ
と
背
後
か
ら
忍
び
寄
り
、二
人
を
打
ち
捉
え
よ
う
と
し
ま

す
。二
人
は
慌
て
て
逃
げ
出
し
ま
す…

。中
世
の
お
お
ら
か
で
陽
気
な
劇
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。
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光
源
氏
の
正
妻
葵
上
は
こ
の
と
こ
ろ
健
康
が
す
ぐ
れ
ま
せ
ん
。ど
う
も
物
の

怪
が
取
り
憑
い
た
よ
う
な
の
で
、巫
女（
ツ
レ
）に
頼
み
霊
を
呼
び
寄
せ
て
も
ら

い
ま
す
。枕
元
に
現
れ
た
霊
は
破
れ
車
に
乗
っ
た
六
条
御
息
所
の
怨
霊（
シ
テ
）で

し
た
。御
息
所
は
過
去
の
華
や
か
な
生
活
と
現
在
の
不
遇
を
嘆
き
ま
す
。そ
し

て
、か
つ
て
賀
茂
の
祭
り
の
時
自
分
の
車
を
壊
さ
れ
、は
ず
か
し
め
ら
れ
た
こ
と

や
今
は
も
う
来
な
く
な
っ
た
源
氏
へ
の
募
る
思
い
を
述
べ
ま
す
。そ
の
恨
み
を
述

べ
て
い
く
う
ち
に
御
息
所
の
思
い
が
増
し
、つ
い
に
気
持
ち
が
爆
発
し
葵
上
を

打
ち
据
え
よ
う
と
し
ま
す
。〈
中
入
り
〉

　

そ
こ
で
、今
度
は
比
叡
山
の
修
験
者（
ワ
キ
）に
頼
み
祈
祷
す
る
と
、怨
霊
は

鬼
の
姿
と
な
っ
て
現
れ
ま
す
。し
か
し
行
者
の
法
力
に
負
け
、つ
い
に
祈
り
伏
せ

ら
れ
ま
す
。

舞
台
前
方
に
出
さ
れ
る
一
枚
の
衣
は
病
床
に
伏
せ
る「
葵
上
」を
意
味
し
ま
す
。

能
の
演
出
効
果
の
面
白
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
年
は「
源
氏
物
語
」が
生
ま
れ
て
一
〇
〇
〇
年
。こ
こ
に「
葵
上
」の
名
作
が

よ
み
が
え
り
ま
す
。

　

能
は
、装
束
を
着
た
役
者
は
も
ち
ろ
ん
大
事
な
役
目
で
す
が
、そ
の
他
音
楽

を
担
当
す
る
囃
子
方
、情
景
や
心
情
を
述
べ
る
場
面
等
、謡
い
担
当
の
地
謡（
コ

ー
ラ
ス
）の
役
目
と
、後
見
、そ
れ
ぞ
れ
が
協
力
し
あ
っ
て
作
り
上
げ
る
総
合
さ

れ
た
芸
術
で
す
。も
ち
ろ
ん
参
加
し
て
い
る
観
客
の
皆
様
に
も
そ
の
一
役
を
担
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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● JR東海島田駅から徒歩7分　バス停プラザおおるり前下車
● 東名吉田I.Cから7km   車で20分

N

⬅金谷

⬅金谷

藤枝➡

藤枝➡

旧国道１号線

農協

大井神社
本通り

プラザ
おおるり
ホール

市民会館
ホール

地域交流
センター
歩歩路

ぴ～ファイブ
駐車場

柳町駐車場

市役所

郵便局
駐車場

大
津
通
り

バイパス至野田I.C

P
P

島田駅
JR東海道本線
東名高速吉田I.C

【お願い】
駐車台数に限りがありますので、なるべくバス等の公共交通機関を
ご利用ください。


